
「住んでよかった、これからも
住み続けたい」と思えるまち
づくりを目指します。

・「住んでよかった」と思えて初めて「愛着と誇り」が生
まれるのです。特に、次代を担う若い世代の方々に「こ
れからも住み続けたい」と思っていただける愛荘町にし
なければなりません。

・具体的には、①町内で過ごす時間が多い子どもや子育て
中のお母さん、障がいをお持ちの方やご高齢の方が、安
全・安心に暮らせる環境の整備 ②麻と農業と観光資源
を活かした、持続性があって稼げる地域経済の活性化 
③自然災害や感染症に対応できる危機管理体制の拡充 
④通学路の安全や高齢者の移動手段の確保 ⑤地域の困
りごとの解決 ⑥自治会活動の維持 などに取り組みます。

皆さまに、まちの現状と課題を
お伝えし、皆さまから、ご質問・
ご意見・ご要望をいただいて、
町政に反映します。

・議会も行政も住民の皆さまへの奉仕者です。議員 14 名
全員が、よりよいまちの実現を目指し、住民とともに心
を一つにして、力を合わせて働くべきです。議会や行政
の常識が住民の皆さまの常識とかけ離れてはなりません。

・議会や行政で議論されていることを皆さまにタイムリー
にお知らせし、町政について今まで以上に関心を持って
いただくために「もりの隆 かわら版」を随時発行します。

・また、皆さまのご意見を町政に届けるために「もりの隆 
ご意見箱」を常設します。電話でもメールでもお手紙で
も結構ですので、ぜひお声を聴かせてください。

「議員である前に住民である」
ことを忘れずに、身を慎んで
自己研鑽に努めます。

・皆さまの中に自ら飛び込んで話し合いを重ね、悩みと望
みを汲み取りながら議論し、時には皆さまに訴え、時に
は皆さまをリードしていけるよう、暮らしの現場を見て、
生のお声を謙虚に聴きます。

・「まちじゅう読書の宣言」を掲げる愛荘町の議員として、
もっと本を読んで、知識を増やし、思考力と想像力を養っ
て、人間力を高めます。

３つのお約束

1

2

3

も り の 隆 活 動 報 告 （1）第３号 令和４年４月 24 日　発行

　

４
年
前
、
初
め
て
愛
荘
町
議
選
に

立
候
補
し
た
際
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

「
情
熱
は
誰
に
も
負
け
な
い
」
で
し

た
。２
期
目
の
今
回
は「
情
熱
で
正
々

堂
々
、
真
っ
向
勝
負
」
と
し
て
「
３

つ
の
お
約
束
」
を
掲
げ
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
着
実
に
実
行
し
て
参
り
ま
す
。

　

桜
の
花
も
散
り
、
青
い
空
に
鯉
の

ぼ
り
が
泳
ぐ
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

日
頃
は
、
格
別
の
ご
支
援
を
賜
り
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
度
の
愛
荘
町
議
会
議
員
一
般

選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
無
投
票
で
当

選
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
い
わ
ば「
不
戦
勝
」
で
あ

り
、
住
民
の
皆
さ
ま
か
ら「
選
ん
で

い
た
だ
い
た
」
訳
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
ま
で
の
町
議
選
投
票
率
を

み
ま
す
と
、
２
０
０
６
年
76
・
70
％
、

２
０
１
０
年
63
・
68
％
、
２
０
１
４

　

３
月
7
日
に
令
和
4
年
第
1
回
臨

時
会
が
開
催
さ
れ
、
議
長
に
村
田
定

議
員
、
副
議
長
に
村
西
作
雄
議
員

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
総　

     

務
産
業
建
設
、
教
育
民
生
、
広
報
の

3
常
任
委
員
会
お
よ
び
議
員
運
営
委

員
会
、
予
算
・
決
算
特
別
委
員
会
の

委
員
等
も
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
詳
細

は
、
町
HP
の
「
町
政
・
町
議
会
」
→

〔
委
員
会
名
簿
〕
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

３
月
定
例
会
は
3
月
10
日
か
ら

24
日
の
15
日
間
、
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
上
程
さ
れ
た
議
案
の
中
で
も
最

も
重
要
な
令
和
4
年
度
一
般
会
計
予

算
（
補
正
後
）
は
総
額
113
億
７
２
３

８
万
円
、
前
年
度
比
11
・
１
％
増
と

合
併
以
降
で
最
大
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
面
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
関

⑴
主
な
議
案

連
す
る
経
済
対
策
や
環
境
整
備
と
し

て
、
地
域
の
き
ず
な
づ
く
り
支
援
事

業
や
テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
整
備
に
予
算

を
付
け
た
こ
と
は
評
価
で
き
ま
す
。

ま
た
、
米
価
下
落
へ
の
農
家
支
援
策

と
し
て
、
１
俵
当
た
り
１
０
０
０
円

を
支
給
す
る
修
正
動
議
に
賛
成
し
、

可
決
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
歳
入
面
で
は
、
町
の
貯
金

と
も
言
え
る
「
財
政
調
整
基
金
」
を

８
億
５
３
０
万
円
取
り
崩
す
た
め
、

年
度
末
の
残
高
は
約
16
億
円
（
Ｒ
2

年
度
末
約
21
億
円
、
Ｒ
3
年
度
末
見

込
み
は
約
24
億
円
）
と
大
幅
に
減
少

し
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
決
ま
っ
て
必

要
な「
支
出
」が
、自
由
に
使
え
る「
収

入
」
の
中
で
、
ど
の
く
ら
い
の
割
合

を
占
め
る
か
を
示
す
「
経
常
収
支
比

率
」（
Ｒ
2
年
度
末
91
・
９
％
）
も
高

い
水
準
が
続
き
ま
す
。

　

予
算
案
は
、
愛
荘
町
の
1
年
間
に

お
け
る
収
入
と
支
出
の
見
積
り
で
あ

り
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
税
金
が
使

わ
れ
る
か
を
具
体
的
に
示
す
も
の
で

す
が
、住
民
の
皆
さ
ま
は
新
聞
の「
滋

賀
版
」
に
小
さ
く
載
っ
た
記
事
で
し

か
知
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
行
政

は
毎
年
、
広
報
あ
い
し
ょ
う
5
月
号

に
、
決
定
後
の
予
算
を
細
か
い
数
字

と
専
門
用
語
を
使
っ
て
説
明
し
て
い

ま
す
が
、
私
た
ち
議
員
に
と
っ
て
も

難
し
い
内
容
を
、
皆
さ
ま
に
ど
れ
だ

け
理
解
し
て
い
た
だ
け
て
い
る
の
か
、

甚
だ
疑
問
で
す
。
新
聞
を
通
し
て
情

報
を
提
供
す
る
こ
と
も
一
つ
の
方
法

で
は
あ
り
ま
す
が
、
せ
っ
か
く
町
の

HP
や
Ｙ
ｏ
ｕ 

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
が
あ
る
の

で
す
か
ら
、
予
算
案
の
ポ
イ
ン
ト
だ

け
で
も
、
迅
速
か
つ
分
か
り
や
す
く

説
明
す
れ
ば
、
住
民
の
町
政
に
対
す

る
関
心
も
高
ま
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
行
政
の
義
務
で
も
あ
り
ま

す
。
今
後
、
予
算
・
決
算
に
関
す
る

情
報
提
供
の
方
法
に
つ
い
て
、
担
当

課
と
改
善
策
を
研
究
し
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
予
算
の
執
行
に
つ
い
て
は
、

経
年
変
化
で
薄
く
な
っ
た
中
山
道
の

白
線
の
引
き
直
し
や
ヒ
ビ
割
れ
の
補

修
な
ど
、
皆
さ
ま
の
身
近
な
ご
不
便

の
解
消
に
無
駄
な
く
使
わ
れ
る
よ
う
、

担
当
課
に
積
極
的
に
働
き
か
け
て
い

き
ま
す
。

TEL 0749（42）6074
FAX 0749（42）5574

森野 隆
第3号

発行人
愛知郡愛荘町愛知川744-1

ご

挨

拶

ご

挨

拶「３つのお約束」の「３つのお約束」の
具体化と実行具体化と実行

３
月
定
例
会
の
ご
報
告

３
月
定
例
会
の
ご
報
告

年
58
・
42
％
、
２
０
１
８
年
57
・
95
％

と
、
回
を
追
っ
て
低
下
し
て
お
り
、

遂
に
今
回
、
合
併
後
初
め
て
無
投
票

と
な
り
ま
し
た
。

　
「
議
員
を
選
ぶ
権
利
を
行
使
で
き

ず
、
極
め
て
残
念
だ
」「
町
政
に
対

す
る
関
心
が
薄
れ
た
」
と
の
厳
し
い

お
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
事

実
を
片
時
も
忘
れ
ず
、
謙
虚
に
誠
心

誠
意
、
住
民
の
皆
さ
ま
の
た
め
に
頑

張
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
愛
知
川
区
の
区

長
を
拝
命
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

自
治
会
の
代
表
と
し
て
、
皆
さ
ま
か

ら
ご
意
見
や
ご
要
望
な
ど
生
の
お
声

を
い
た
だ
く
機
会
が
増
え
ま
す
。
区

長
総
代
会
へ
出
席
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
愛
知
川
区
だ
け
で
な
く
、
町
内

53
自
治
会
が
抱
え
て
い
る
課
題
を
知

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

町
議
会
議
員
、
区
長
、
そ
し
て
印

刷
屋
の
オ
ヤ
ジ
、
三
足
の
草
鞋
を
履

く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
草
鞋

を
履
く
の
は
森
野
隆
と
い
う「
一
人

の
住
民
」
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
る
こ

と
な
く
、
皆
さ
ま
の
た
め
に
微
力
を

尽
く
す
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
力
強
い
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。



も り の 隆 活 動 報 告令和４年４月 24 日　発行 （2）第３号 

　

一
般
質
問
は
3
月
17
〜
18
日
に
実
施
さ
れ
、
議
長
を
除
く
議
員
13
名
の
う

ち
10
名
が
登
壇
し
ま
し
た
。
議
員
別
の
質
問
内
容
は
、
町
HP
の
「
町
政
・
町

議
会
」
→
〔
一
般
質
問
一
覧
〕
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

私
は
関
連
資
料
を
十
分
読
み
込
み
、
デ
ー
タ
を
分
析
し
た
上
で
、
次
の
3

点
に
つ
い
て
根
拠
を
示
し
て
質
問
し
ま
し
た
。

　

広
報
あ
い
し
ょ
う
（
２
０
１
９
・

12
、
21
・
12
）
の
記
事
に
基
づ
い
て
、

学
び
の
基
礎
と
な
る
「
読
む
力
」
が

小
中
学
校
で
大
き
く
低
下
し
て
い
る

こ
と
を
示
し
、「
ま
っ
た
く
読
書
を

し
な
い
」
子
ど
も
が
小
学
校
で
3
割
、

中
学
校
で
6
割
に
上
っ
て
い
る
こ
と

が
原
因
で
は
な
い
か
と
指
摘
す
る
と

と
も
に
、「
ま
ち
じ
ゅ
う
読
書
」
を

宣
言
し
て
い
る
町
と
し
て
、
子
ど
も

も
大
人
も
読
書
の
習
慣
を
付
け
る
施

策
を
進
め
る
よ
う
提
案
し
ま
し
た
。

　

教
育
長
は
、
今
日
ま
で
の
取
り
組

み
や
課
題
の
検
証
・
総
括
を
行
い
、

新
た
に
5
年
間
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

　

2
月
上
旬
、
無
作
為
に
抽
出
さ
れ

た
18
歳
以
上
の
２
０
０
０
名
を
対
象

に
配
布
さ
れ
た
「
第
2
次
愛
荘
町
総

合
計
画
（
後
期
基
本
計
画
）
に
か
か

る
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
に
つ
い

て
、「
第
2
次
総
合
計
画
」
と
、
5
　

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
進
め
る
た
め
に

は
住
民
の
理
解
と
協
力
が
必
要
と
の

観
点
か
ら
、
①
町
が
公
表
し
て
い
る

接
種
率
の
算
出
方
法
②
3
回
目
接
種

の
目
標
接
種
率
お
よ
び
完
了
予
定
時

期 

③
接
種
率
の
推
移
や
住
民
の
不

安
解
消
の
た
め
の
情
報
公
開
の
必
要

性
を
訴
え
ま
し
た
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
推
進
室
長
は
、
①

町
は
「
接
種
対
象
と
な
る
人
数
」
に

対
す
る
「
接
種
し
た
人
数
」
の
割
合

を
「
接
種
率
」
と
し
て
公
表
し
て
い

る
た
め
、
全
人
口
を
母
数
と
し
た
場

合
は
接
種
率
が
低
く
出
る 

②
接
種

率
の
数
値
目
標
は
掲
げ
て
い
な
い
が
、

完
了
予
定
時
期
は
2
回
目
接
種
最
終

　

最
近
、「
く
じ
引
き
民
主
主
義
」（
吉

田
徹
著
、
光
文
社
新
書
）
と
い
う
本

を
読
み
ま
し
た
。

　

著
者
は
「
地
方
議
員
の
〔
な
り
手

不
足
〕
と
〔
投
票
率
の
低
さ
〕
は
、

地
方
政
治
に
お
け
る
代
表
制
民
主
主

義
が
、
も
は
や
立
ち
い
か
な
く
な
っ

て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
」
と
喝

破
し
、「
地
方
議
会
で
の
無
投
票
の

割
合
は
、
こ
れ
か
ら
増
え
る
一
方
だ

ろ
う
」
と
予
想
し
て
い
ま
す
。

　
〔
な
り
手
不
足
〕
は
議
員
の
高
齢

化
の
一
因
で
す
。
実
際
、
愛
荘
町

議
会
議
員
の
平
均
年
齢
は
68
・
４
歳

TEL：0749-42-6074  FAX：0749-42-5574　携帯 090-3355-4319・takashi0705@icloud.com
愛知郡愛荘町愛知川 744-1

もりの 隆を育てる会 みんな、
いっしょ

に

ご意見・ご感想・ご要望はこちらまで 見やすいユニバーサルデザイン

ご意見はこちらから

フォントを採用しています。

た　か　し

た
か
し
の「
一
言
」

た
か
し
の「
一
言
」

①①  

全
国
学
力
・
学
習
状
況

全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
結
果
と
「
読
む
力
」
の

調
査
結
果
と
「
読
む
力
」
の

向
上
策
に
つ
い
て

向
上
策
に
つ
い
て

②
「
第
２
次
総
合
計
画
（
後

②
「
第
２
次
総
合
計
画
（
後

期
基
本
計
画
）
の
た
め
の
町

期
基
本
計
画
）
の
た
め
の
町

民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
の
目

民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
の
目

的
と
内
容
に
つ
い
て

的
と
内
容
に
つ
い
て

③③  
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
率
の
推
移
と
情
報
公
開

接
種
率
の
推
移
と
情
報
公
開

に
つ
い
て

に
つ
い
て

⑵
一
般
質
問

（
R4
・
４
・
1
現
在
）
と
、
改
選
前
の

71
・
9
歳
（
R3
・
12
・
31
現
在
）
に
比

べ
3.5
歳
若
返
り
ま
し
た
が
、
議
員
14

名
の
う
ち
、
私
も
含
め
て
13
名
が
60

歳
以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。
因
み
に
、

や
や
古
い
数
字
で
す
が
、
２
０
１
５

年
の
国
勢
調
査
に
よ
り
ま
す
と
、
愛

荘
町
住
民
の
平
均
年
齢
は
42
・
2
歳

で
、
県
下
19
市
町
の
う
ち
、
栗
東
市

（
40
・
０
歳
）、
草
津
市
（
41
・
7
歳
）、

守
山
市
（
42
・
1
歳
）
に
次
い
で
第

4
位
の
若
さ
で
す
。

　

ま
た
著
者
は
、
議
員
に
立
候
補
で

き
る
の
は
一
部
の
人
に
限
ら
れ
る
と

い
う
「
不
平
等
感
」
や
、
議
員
は
次

の
選
挙
の
こ
と
を
考
え
て
行
動
す
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
「
不
信
感
」

を
解
消
す
る
た
め
に
は
、
一
般
住
民

か
ら
無
作
為
に
抽
出
し
て
選
ぶ
こ
と

に
よ
っ
て
、
半
ば
強
制
的
に
議
員
へ

の
道
を
開
く「
く
じ
引
き
民
主
主
義
」

も
一
つ
の
方
法
で
あ
る
と
述
べ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
考
え
の
是
非
は
と
も
か
く
、

今
回
の
町
議
選
が
無
投
票
に
終
わ
っ

た
我
が
愛
荘
町
に
あ
て
は
ま
る
部
分

も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し

た
。「
く
じ
引
き
で
選
ん
だ
方
が
マ

シ
」
と
皆
さ
ま
か
ら
言
わ
れ
な
い
よ

う
に
、
議
員
の
心
得
を
守
っ
て
精
進

し
な
け
れ
ば
と
、
決
意
を
新
た
に
し

た
次
第
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
温
か
い
ご
支
援
と

と
も
に
、
厳
し
い
ご
意
見
・
ご
要
望

を
お
寄
せ
く
だ
さ
る
よ
う
、
心
か
ら

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

中学校卒業

小学校卒業

保幼卒園
（５才児）

胎児期

乳児期

小学校入学

中学校入学

愛
荘
未
来
を
拓
く
「
教
育
１
６
年
構
想
」

脳脳のの発発達達・・成成長長をを促促すす取取組組  

「「減減メメデディィアア・・親親読読書書」」  

ししななややかかででたたくくままししいい  

心心身身をを育育むむ取取組組  

基基礎礎的的読読解解力力をを  

育育成成すするる取取組組  

自自尊尊感感情情のの育育成成

メメンンタタルルヘヘルルスス予予防防教教育育

キキャャリリアア教教育育

こここころろざざししのの教教育育

豊豊かかななつつななががりり、、

人人権権感感覚覚・・感感性性

（（人人権権教教育育））

温温かかいい親親子子関関係係

家家族族ココミミュュニニケケーーシショョンン

読読みみ聞聞かかせせ、、読読書書のの

「「乳乳幼幼小小中中」」一一貫貫教教育育

メメデディィアアココンントトロロ

ーールルさされれたた生生活活習習

慣慣のの確確立立

豊豊かかななココミミュュニニケケーーシシ

ョョンンをを育育むむ取取組組

（（国国際際理理解解、、外外国国語語等等））

授授業業改改善善（（主主体体的的・・

対対話話的的でで深深いい学学びび

のの充充実実））

個個別別最最適適化化さされれたた学学びび

（（タタブブレレッットトドドリリルル等等

ＩＩＣＣＴＴ機機器器活活用用））

ＲＲＳＳＴＴ等等調調査査にによよ

るる分分析析・・検検証証・・改改善善

「「読読みみ」」「「書書きき」」

にに関関すするる徹徹底底教教

育育

「「一一人人勉勉強強」」

ででききるる力力のの育育成成

「「 」」

「「朝朝読読」」

「「並並行行読読書書」」……

おお母母ささんん、、おお父父ささんんへへ

のの支支援援・・啓啓発発・・教教育育相相

談談活活動動

未来を拓く意欲に満ちた「愛荘っ子」

「「愛愛荘荘ススタタンンダダーードド」」

のの実実践践 ン
を
設
定
す
る
と
し
、
そ
れ
ま
で
の

期
間
は
「
未
来
を
拓
く 

愛
荘
16
年

教
育
」
構
想
に
よ
っ
て
、
お
な
か
の

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
中
学
3
年
生
ま
で
の

16
年
間
の
一
貫
し
た「
読
み
聞
か
せ
・

読
書
活
動
」
の
推
進
を
図
る
と
答
弁

し
ま
し
た
。

月
に
住
民
の
意
見
聴
取
（
パ
ブ
コ

メ
）
が
予
定
さ
れ
て
い
る
「
愛
荘
町

ま
ち
づ
く
り
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

２
０
４
０
」
と
の
関
連
お
よ
び
コ
ン

サ
ル
へ
の
委
託
費
用
を
尋
ね
ま
し
た
。

　

み
ら
い
創
生
課
長
は
、「
総
合
計

画
」
は
長
期
的
な
展
望
の
も
と
町
が

目
指
す
べ
き
将
来
像
を
示
し
、
そ
の

実
現
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
の
進
め

方
を
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
長
期
的

な
将
来
を
見
据
え
た
魅
力
あ
る
愛
荘

町
を
創
造
し
て
い
く
た
め
の
「
構

想
」
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
方
向

性
等
を
分
か
り
や
す
く
具
体
的
に
示

す
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
る
「
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
２
０
４
０
」
と
は
位
置

づ
け
が
異
な
る
と
、
極
め
て
分
か
り

難
い
答
弁
を
し
ま
し
た
。
委
託
料
は

３
１
５
万
７
千
円
と
の
こ
と
で
す
。

日
か
ら
6
か
月
後
の
6
月
初
旬
と
見

込
ん
で
い
る 

③
接
種
率
は
定
期
的

に
更
新
す
る 

と
答
弁
。

　

健
康
推
進
課
長
は
、
③
自
宅
療
養

者
の
家
庭
で
の
過
ご
し
方
や
抗
原
検

査
の
受
け
方
等
に
関
す
る
情
報
を
HP

に
上
げ
て
お
り
、
今
後
も
住
民
の
不

安
解
消
に
努
め
て
い
く
と
答
弁
し
ま

し
た
。

　

時
間
の
制
約
も
あ
り
、
必
ず
し
も

満
足
で
き
る
答
弁
を
い
た
だ
け
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
今
後
も
関
係
各
課
に

出
向
い
て
話
し
合
い
、
前
向
き
な
対

応
を
引
き
出
し
て
参
り
ま
す
。
な
お
、

一
般
質
問
を
含
む
本
会
議
の
模
様
は
、

町
HP
の
「
町
政
・
町
議
会
」
→
〔
録

画
配
信
〕
か
ら
、
ス
マ
ホ
や
PC
で
視

聴
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
ご
覧
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

教育委員会が示す「未来を拓く愛荘 16年教育」構想


